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吉
田
町
保
育
所
に
お
け

る
保
育
の
実
施
に
関
す
る

条
例
を
廃
止
す
る
条
例
。�

�

【
全
員
一
致
で
可
決
】

問　
前
の
条
例
と
の
違

い
は
。

答　
以
前
、
１
カ
月

パ
ー
ト
時
間
48
時
間

で
あ
っ
た
が
。
現
在
、
１

カ
月
パ
ー
ト
64
時
間
の
勤

務
で
、
子
ど
も
の
保
育
時

間
が
週
５
日
に
な
り
、
８

時
間
預
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
新
た
に
求
職
活
動

中
、
職
業
訓
練
、
学
校
在

学
中
で
も
保
育
が
可
能
に

な
る
。

問　
手
厚
い
子
育
て
支

援
が
あ
る
か
。

答　
保
育
児
童
が
昨
年

よ
り
20
人
増
え
て
い

る
。
求
職
活
動
中
の
方

が
、
保
育
所
に
預
け
ら
れ

た
。

　

吉
田
町
介
護
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
。

�

【
全
員
一
致
で
可
決
】

　

吉
田
町
職
員
の
再
任
用

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
。

�

【
全
員
一
致
で
可
決
】

　

吉
田
町
総
合
計
画
の
策

定
に
関
す
る
条
例
。

�

【
全
員
一
致
で
可
決
】

問　
総
合
計
画
10
年
の

基
本
計
画
が
な
ぜ
８

年
に
な
っ
た
か
。

答　
首
長
の
任
期
が
４

年
で
あ
り
、
町
政
が

や
り
や
す
く
な
る
。

問　
行
政
の
評
価
を
条

例
に
入
れ
た
ら
ど
う

か
。答

吉
田
町
総
合
計
画
の

策
定
の
根
拠
を
定
め

た
必
要
最
小
限
か
つ
、
充

分
な
も
の
が
定
ま
っ
て
い

る
。

　
吉
田
町
総
合
計
画
等
審

議
会
条
例
。

�

【
全
員
一
致
で
可
決
】

問　
審
議
会
委
員
で
町

長
が
適
当
と
認
め
る

も
の
と
は
。

答　
構
成
に
つ
い
て
は

幅
広
い
層
か
ら
意
見

を
聞
く
た
め
、
推
薦
さ
れ

た
者
を
選
任
す
る
。

問　
特
別
委
員
と
の
違

い
は
。

答　
町
の
総
合
計
画
、

国
土
利
用
計
画
法
に

基
づ
く
重
要
な
施
策
に
関

す
る
計
画
を
審
議
す
る
た

め
、
特
別
委
員
を
置
く
こ

と
が
で
き
る
。

問　
総
合
計
画
審
議
会

が
10
月
下
旬
か
ら
開

く
と
い
う
こ
と
だ
が
素
案

は
ど
の
あ
た
り
の
段
階
ま

で
で
き
て
い
る
か
。

答　
特
定
分
野
の
方
に

つ
い
て
内
々
打
診
し

て
い
る
。
一
部
の
方
に
つ

い
て
総
合
戦
略
に
関
わ
り

た
い
と
の
話
も
あ
る
。

問　
総
合
計
画
審
議
会

は
10
月
下
旬
に
間
に

合
う
の
か
。

答　
間
に
合
わ
せ
る
つ

も
り
だ
。

静
岡
県
市
町
総
合
事
務
組

合
規
約
の
一
部
を
変
更
す

る
規
約
。

�

【
全
員
一
致
で
可
決
】

○
吉
田
町
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
。

�

【
全
員
一
致
で
同
意
】

　

・
村
松
晴
雄　

氏

議
会
広
報
特
別
委
員
会
に

　
　
　
　
関
す
る
決
議

　

�【
全
員
一
致
で
可
決
】

　

開
か
れ
た
議
会
を
実
現

す
る
た
め
独
自
性
の
あ
る

議
会
広
報
の
調
査
研
究
の

た
め
特
別
委
員
会
を
設
置

す
る
。

議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
特
別
委

員
会
設
置
に
関
す
る
決
議

　

�

【
全
員
一
致
で
可
決
】

　

町
民
に
開
か
れ
た
議
会

を
実
現
す
る
た
め
、
議
会

情
報
の
発
信
お
よ
び
町
民

の
意
見
の
聴
取
の
手
段
並

び
に
議
会
運
営
の
効
率
化

を
図
る
た
め
、
議
会
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
に
つ
い
て
調
査
研

究
す
る
。

平
和
安
全
法
制
整
備
法
案

の
廃
案
を
求
め
る
意
見
書

�

【
賛
成
少
数
で
否
決
】

反
対
討
論

　

国
民
の
命
と
平
和
な
暮

ら
し
を
守
る
、
安
全
保
障

関
連
法
案
の
審
議
が
行
わ

れ
て
い
る
な
か
、
安
全
保

障
関
連
法
案
を
戦
争
法
案

と
し
、
立
憲
主
義
の
破
壊

で
あ
り
日
本
国
憲
法
第
９

条
の
破
壊
に
ほ
か
な
ら
な

い
と
す
る
意
見
書
を
認
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
。　

賛
成
討
論

　

子
ど
も
を
持
つ
母
親
と

し
て
、
今
ま
で
日
本
国
憲

法
第
９
条
に
よ
り
70
年
間

守
ら
れ
て
き
た
平
和
を
、

私
た
ち
の
代
で
終
わ
ら
せ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

平成27年第２回吉田町定例会について
６月２日から１８日までの会期で条例の一部改正２件、条例の廃止１件、
条例の制定２件、規約の一部変更１件、発議案３件を審議し8件を可決、
1件を否決したほか、人事案件１件を同意した。

人
事
案
件

発
議
案
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一般質問

大　石　　巌　議員

介護保険制度の改定により要支援１・２の方の
サービスは低下しないか

中学校教科書採択は公正な選択を

問

問

ニーズに応じた質の高いサービスの提供に努力する

採択権者の権限と責任において公正かつ適切に行う

答

答

　

本
年
４
月
か
ら
要
支
援

の
方
が
受
け
て
い
た
訪
問

介
護
や
通
所
介
護
が
地
域

支
援
事
業
に
移
行
す
る
な

ど
介
護
保
険
制
度
が
大
き

く
変
わ
っ
た
。

問　
29
年
度
ま
で
の
移

行
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。答　

市
町
村
が
実
施
す

る
「
介
護
予
防
・
日

常
生
活
支
援
総
合
事
業
」

に
移
行
す
る
。

　

29
年
度
４
月
移
行
に
向

け
て
十
分
な
制
度
設
計
の

構
築
と
ニ
ー
ズ
を
正
確
に

調
査
す
る
。

問　
利
用
者
の
負
担
増

や
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

は
招
か
な
い
か
。

答　
高
齢
者
や
家
族
が

負
担
を
感
じ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
、
サ
ー
ビ
ス

低
下
を
招
か
な
い
よ
う
配

慮
す
る
。

問　
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
や
通
所
施
設

の
拡
充
計
画
は
。

答　
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
は
満
床
な
の

で
地
域
密
着
型
（
29
床
以

下
）
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
を
計
画
し
て
い
る
。

問　
低
所
得
者
へ
の
介

護
保
険
料
減
免
を
。

答　
第
一
段
階
所
得
者

の
保
険
料
率
を
0.05
引

き
下
げ
る
。

　

今
年
は
４
年
ご
と
に
行

わ
れ
る
中
学
校
の
教
科
書

の
採
択
の
年
で
あ
る
。
歴

史
や
公
民
で
、
日
本
の
戦

争
責
任
を
矮わ

い
し
ょ
う小

化
す
る
内

容
の
教
科
書
を
増
や
そ
う

と
す
る
動
き
が
あ
る
。

問　
採
択
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
。

答　
７
月
に
榛
原
地
区

教
科
用
図
書
採
択
連

絡
協
議
会
で
採
択
案
を
ま

と
め
、８
月
末
に
決
定
す
る
。

問　
公
正
な
選
択
を
原

則
と
し
、
現
場
の
先

生
方
の
声
が
反
映
し
て
い

る
か
、
首
長
な
ど
か
ら
の

干
渉
は
な
い
か
。

答　
制
度
上
、
外
部
か

ら
の
働
き
か
け
に
左

右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
公
正

か
つ
適
切
な
選
択
を
行
う
。

問　
戦
後
70
年
、
戦
争

と
平
和
を
ど
う
伝
え

る
か
。

答　
戦
争
や
紛
争
を
防

止
し
、
世
界
平
和
へ

の
態
度
を
育
て
、
生
命
や

平
和
の
尊
さ
を
教
育
す
る
。

新しい地域支援事業の全体像
＜現行＞ ＜見直し後＞介護保険制度

介護給付 （要介護1～５）

介護予防
給　付
（要支援1～２）

介護給付 （要介護1～５）

介護予防給付（要支援1～２）

介護予防事業
又は介護予防・
　 日常生活支援総合事業

訪問看護、福祉用具等

訪問介護、通所介護

地
域
支
援
事
業

地
域
支
援
事
業

○ 二次予防事業
○ 一次予防事業

○介護予防・生活支援サービス事業
　・訪問型サービス
　・通所型サービス
　・生活支援サービス（配食等）
　・介護予防支援事業（ケアマネジメント）
○一般介護予防事業

包括的支援事業
○地域包括支援センターの運営

包括的支援事業
○地域包括支援センターの運営
　（左記に加え、地域ケア会議の充実）
○在宅医療・介護連携の推進
○認知症施策の推進
　（認知症初期集中支援チーム、
　 認知症地域支援推進員 等）
○生活支援サービスの体制整備
　（コーディネーターの配置、協議体の設置等）

任意事業
○ 介護給付費適正化事業
○ 家族介護支援事業
○ その他の事業

任意事業
○ 介護給付費適正化事業
○ 家族介護支援事業
○ その他の事業

介護予防・日常生活支援総合事業の場合
は、上記の他、生活支援サービスを含む
要支援者向け事業、介護予防支援事業。〔　　　　　　　　　　 　　　　〕
・介護予防ケアマネジメント、総合相
談支援業務、権利擁護業務、ケアマ
ネジメント支援

新しい介護予防・
日常生活支援総合事業
（要支援1～２、それ以外の者）

【財源構成】

国 25%

都道府県
12.5%

市町村
12.5%

1号保険料
21%

2号保険料
29%

【財源構成】

国
39.5%

都道府県
19.75%

市町村
19.75%

1号保険料
21%

現行と同様

事業に移行

全市町村で
実施

多
様
化

充 
実
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一般質問

増　田　剛　士　議員

空家の調査方法は問

地元自治会、各種団体などの協力により情報収集する答
　
「
空
家
等
対
策
の
推
進

に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

が
、
平
成
27
年
５
月
26
日

に
全
面
施
行
さ
れ
、
市
町

に
対
し
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
空
家
な
ど
に
関
す
る

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ

と
の
努
力
義
務
を
課
し
て

い
る
。

当
町
の
対
応
を
質
問
し
た
。

問　
現
在
の
状
況
は
。

答　
平
成
20
年
住
宅
・

土
地
利
用
統
計
調
査

結
果
に
お
け
る
「
そ
の
他

の
空
家
数
」
は
５８０
戸
で
あ

り
、
平
成
25
年
は
４８０
戸
と

減
少
し
て
い
る
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
環

境
に
深
刻
な
影
響
を
お
よ

ぼ
す
状
況
で
は
な
い
と
認

識
し
て
い
る
。

問　
「
空
家
等
対
策
計

画
」
に
つ
い
て
町
の

対
応
は
。

答　
空
家
な
ど
の
実
態

把
握
に
よ
り
対
策
が

必
要
と
判
断
さ
れ
た
場
合

に
は
、
国
・
県
か
ら
の
補

助
な
ど
の
措
置
が
受
け
ら

れ
る
た
め
、
空
家
な
ど
の

実
態
を
把
握
し
、「
空
家
等

対
策
計
画
」
の
策
定
に
適

切
に
対
応
す
る
。

問　
「
特
定
空
家
等
」

に
関
す
る
町
独
自
の

条
例
制
定
は
。

答　
法
制
定
に
よ
り
、

特
定
空
家
な
ど
の
対

処
に
関
し
、
法
を
根
拠
に

し
て
、
市
町
村
長
が
こ
れ

ら
に
関
し
助
言
・
指
導
や

命
令
な
ど
の
措
置
が
可
能

と
な
っ
た
た
め
、
町
独
自

の
条
例
を
定
め
る
必
要
性

は
薄
い
。

問　
ア
パ
ー
ト
な
ど
の

空
室
物
件
の
対
策
は
。

答　
津
波
防
災
ま
ち
づ

く
り
を
推
し
進
め
る

こ
と
に
よ
り
、
企
業
活
動

の
活
性
化
に
つ
な
げ
、
こ

れ
に
賑
わ
い
づ
く
り
を
加

え
、
人
口
増
加
を
め
ざ
す

こ
と
に
よ
り
、
結
果
的
に

空
室
な
ど
の
解
消
に
つ
な

が
る
と
期
待
す
る
。

「特定空家等」とは
空家等のうち、以下のいずれかの状態に
あると認められるもの

・そのまま放置すれば倒壊等著しく保安
上危険となるおそれがある状態。

・そのまま放置すれば著しく衛生上有害
となるおそれがある状態。

・適切な管理が行われていないことによ
り著しく景観を損なっている状態。

・その他周辺の生活環境の保全を図るた
めに放置することが不適切である状態。

所有者の管理が不十分な空家
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津
波
避
難
タ
ワ
ー
を
利

用
し
た
津
波
避
難
訓
練
が

２
回
行
わ
れ
て
い
る
。
訓

練
結
果
や
課
題
そ
し
て
要

望
な
ど
に
対
す
る
、
今
後

の
町
の
対
応
に
つ
い
て
聞

い
た
。

問　
27
年
３
月
８
日
に

実
施
し
た
津
波
避
難

訓
練
結
果
は
。

答　
「
津
波
避
難
行
動

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

結
果
か
ら
、
町
の
想
定
し

た
津
波
到
達
時
間
内
に
、

指
定
し
た
津
波
避
難
施
設

ま
で
避
難
で
き
た
割
合

は
、
98.5
％
と
い
う
調
査
結

果
で
あ
る
。

問　
残
り
の
1.5
％
の
方

は
、
ど
う
か
。

答　
時
間
的
差
異
は
、

数
分
程
度
の
も
の
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
が
、

中
に
は
理
由
は
不
明
で
す

が
、
１
時
間
以
上
も
あ
り

ま
し
た
。

　

該
当
街
区
で
職
員
に
よ

る
実
施
検
証
を
行
い
、
一

番
遠
い
所
で
あ
っ
て
も
、

津
波
到
達
時
間
内
に
施
設

ま
で
避
難
で
き
る
結
果
で

あ
っ
た
。

問　
自
主
防
災
会
か
ら

の
要
望
へ
の
対
応
は
。

答　
意
見
や
要
望
は
、

状
況
を
確
認
し
、
協

議
を
重
ね
可
能
な
改
善
を

図
る
。

　

避
難
場
所
に
関
し
て
は
、

津
波
避
難
街
区
に
津
波
避

難
タ
ワ
ー
を
は
じ
め
と
す

る
津
波
避
難
施
設
の
配
置

が
す
べ
て
完
了
し
て
い
る

の
で
、
命
を
守
る
ハ
ー
ド

対
策
は
完
了
し
た
認
識
で

あ
る
。

川
尻
会
館
の
外
階
段

階
段
な
ど
に
避
難
可
能
な

Ｎ
街
区
に
あ
る
民
間
施
設

一般質問

津波避難訓練結果とシミュレーションとの差は問

時間内に98.5％が避難し大きな差はなかった答

藤　田　和　寿　議員

津波避難チェックリスト結果

訓練参加者数 3,896人／想定約17,000人

チェックリスト
　　　回答の世帯数 2,886世帯／4,598世帯

到達想定の10分から
20分に避難できた世帯数 2,843世帯／2,886世帯

項　目 要　　望　 回　　答

避 難 路 避難路に隣接するブロック塀に対する
防災対策。

実態を把握し、ブロック塀耐震化の補助制度などを所有
者へ紹介する。

津波避難施設 避難待機時の毛布や非常食などの備蓄。
災害対策本部などとの通信手段の確保。

津波避難待機は数時間であり、備蓄の計画はない。
MCA無線機配置は課題が有り、最良の通信手段を検討中。

避 難 ビ ル N街区の民間施設と避難ビル協定締結。 所有者と協議を行い、施設階段などに避難可能。

川 尻 会 館 外階段の幅が狭く混雑する恐れがある
ので、新たに外付け階段を設置。

屋上への避難は館内階段の利用することで可能であり、
新たな外付け階段の配置は必要ない。
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一般質問

三　輪　美由紀　議員

町の治水対策の進捗状況は問

河川の改修工事を順次行う答
　

特
に
住
吉
地
区
が
低
地

と
な
っ
て
冠
水
状
態
に
な

る
が
、
そ
の
対
策
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

問　
治
水
計
画
の
進
捗

状
況
は
。

答　
大
幡
川
と
問
屋
川

の
改
修
工
事
を
実
施

す
る
計
画
。

問　
住
吉
川
の
排
水
対

策
と
現
在
の
状
況
は

ど
う
か
。

答　
坂
口
谷
川
と
の
合

流
地
点
に
お
い
て
、

１
分
間
８
㎥
の
排
水
ポ
ン

プ
を
４
基
設
置
。
ま
た
、

榛
南
幹
線
の
歩
道
内
に
大

き
い
排
水
路
の
整
備
を

し
、
住
吉
川
の
排
水
の
軽

減
を
図
っ
て
き
た
。

問　
介
護
施
設
付
近
か

ら
南
の
排
水
路
は
、

水
の
流
れ
の
勢
い
が
あ

り
、
住
吉
川
に
合
流
し
て

い
る
。
住
吉
川
の
水
が
東

に
押
し
戻
さ
れ
て
避
難
タ

ワ
ー
Ｃ
地
区
付
近
は
冠
水

す
る
が
見
た
事
が
あ
る
か
。

答　
確
認
し
ま
す
。

問　
稲
荷
川
の
排
水
対

策
は
。

答　
１
分
間
４
㎥
の
排

水
ポ
ン
プ
を
、
３
基

設
置
、
１
分
間
に
30
㎥
を

排
水
す
る
ポ
ン
プ
車
１
台

設
置
し
、強
制
排
水
を
す
る
。

問　
稲
荷
川
に
は
三
つ

の
排
水
路
が
合
流
し

て
い
る
が
。

答　
上
流
部
の
宅
地
化

の
影
響
が
多
い
こ

と
。
河
川
の
流
れ
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
に
、
し
ゅ
ん

せ
つ
な
ど
も
併
せ
て
行
う
。

問　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

と
一
緒
に
な
っ
て
検

討
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望

が
あ
る
が
。

答　
島
田
土
木
事
務
所

と
坂
口
谷
川
河
口
部

の
改
修
工
事
を
行
う
。

　

中
学
校
の
部
活
動
の
経

験
が
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
つ

な
が
っ
て
行
く
。
吉
田
町

を
担
っ
て
行
く
中
学
生
に

ぜ
ひ
充
実
し
た
部
活
動
を

お
願
い
し
た
い
。
総
合
体

育
館
が
隣
に
あ
る
が
、
吉

田
中
学
校
体
育
館
で
十
分

に
部
活
動
が
で
き
て
い
る

か
質
問
し
た
。

問　
運
動
部
の
人
数
は

何
人
く
ら
い
か
。

答　
運
動
部
17
競
技
711

人
。

問　
中
学
校
の
体
育
館

で
の
活
動
ス
ペ
ー
ス

が
狭
い
中
で
十
分
に
部
活

動
が
で
き
て
い
る
か
。

答　
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー

ス
の
中
で
個
人
技
術

習
得
の
た
め
顧
問
の
先
生

が
工
夫
を
し
、
練
習
に
取

り
組
ん
で
い
る
の
で
、
十

分
に
部
活
動
が
で
き
て
い

る
。
１
コ
ー
ト
使
う
と
き

顧
問
の
先
生
が
時
間
や
、

活
動
日
の
調
整
を
行
っ
て

い
る
。

問　
部
活
動
の
環
境
を

整
え
て
、
指
導
の
充

実
を
よ
り
図
る
考
え
は
。

答　
六
つ
の
部
活
動
で

外
部
指
導
者
に
お
願

い
し
、
指
導
の
充
実
を

図
っ
て
い
る
。

総
合
体
育
館
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

問
充
実
し
た
部
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る

答

稲荷川の水門

吉田町総合体育館
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一般質問

八　木　　栄　議員

問

工事施工業者にあります答
　

道
路
は
、
単
に
交
通
の

た
め
だ
け
の
利
用
に
留
ま

ら
ず
道
路
の
地
下
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
生
活
に
密
着
し

た
施
設
が
埋
設
さ
れ
て
い

ま
す
。
道
路
整
備
が
進
む

当
町
で
は
、
道
路
の
掘
削

工
事
な
ど
、
よ
く
見
ら
れ

ま
す
。
万
一
事
故
が
発
生

す
る
と
近
隣
の
住
民
に
大

変
迷
惑
が
か
か
る
こ
と
か

ら
、
質
問
し
た
。

問　
町
が
管
理
す
る
地

下
埋
設
物
に
は
ど
ん

な
も
の
が
あ
る
か
。

答　
水
道
管
・
下
水
道

本
管
お
よ
び
取
付
管
・

マ
ン
ホ
ー
ル
・
光
フ
ァ
イ

バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
が
あ
り
ま
す
。

問　
光
フ
ァ
イ
バ
ー

ケ
ー
ブ
ル
の
管
理
は

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る

か
。答　

吉
田
漁
港
内
の
陸

こ
う
と
大
幡
川
水
門

を
役
場
か
ら
遠
隔
操
作
す

る
「
吉
田
漁
港
津
波
・
高

潮
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

の
施
設
の
一
部
で
あ
り
ま

す
が
、
全
体
と
し
て
専
門

業
者
と
一
年
間
を
通
じ
て

委
託
契
約
を
締
結
し
、
保

守
点
検
を
行
っ
て
い
る
ほ

か
、
町
の
職
員
が
定
期
的

に
管
理
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
避
難
訓
練
時
に
実
際

に
動
か
し
て
施
設
全
体
に

異
常
が
な
い
か
確
認
し
て

い
る
。

問　
住
吉
、
中
臨
港
線

で
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
建
設
工
事
に
お

い
て
道
路
埋
設
光
フ
ァ
イ

バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
配
管
を
破

損
さ
せ
た
が
、
本
線
を
破

損
さ
せ
た
場
合
、
地
震
津

波
が
起
こ
っ
た
ら
大
惨
事

に
な
る
と
思
う
が
。

答　
こ
の
事
故
は
、
工

事
請
負
業
者
か
ら
、

調
整
池
設
置
工
事
に
伴
い

道
路
側
溝
の
一
時
撤
去
を

行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
道
路
工
事
承
認
申
請
工

事
に
よ
る
Ｈ
鋼
の
打
ち
込

み
作
業
時
に
起
き
た
事
故

で
す
。
陸
こ
う
に
お
い
て

は
、
遠
隔
操
作
・
無
線
・

現
地
操
作
盤
・
手
動
の
４

通
り
が
あ
り
ま
す
。

問　
こ
の
事
故
の
原
因

は
、ど
こ
に
あ
る
の
か
。

答　
業
者
が
事
前
に
埋

設
物
の
調
査
を
し
な

か
っ
た
ミ
ス
で
あ
り
ま
す
。

問　
上
水
道
や
下
水
道

に
は
町
内
の
道
路
地

下
埋
設
を
表
し
た
管
網
図

が
あ
る
が
、
光
フ
ァ
イ

バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
で
は
そ
の

よ
う
な
も
の
は
な
い
の
か
。

答　
台
帳
は
な
い
が
、

完
成
図
書
と
し
て
の

図
面
は
あ
る
。

問　
道
路
工
事
承
認
申

請
時
に
、
道
路
埋
設

物
の
有
無
を
伝
え
て
い
る

か
。答　

伝
え
て
い
な
い
。

埋
設
物
は
、
施
工
業

者
が
自
ら
調
査
す
る
事
に

な
っ
て
い
る
。
依
頼
が
あ

れ
ば
立
会
い
な
ど
行
っ
て

い
る
。

問　
今
後
、
事
故
の
な

い
よ
う
道
路
工
事
承

認
申
請
時
に
埋
設
物
の
有

無
を
知
ら
せ
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

答　
関
連
す
る
機
関
や

団
体
な
ど
へ
行
く
よ

う
指
導
す
る
が
、
あ
く
ま

で
も
、
施
工
業
者
に
調
査

を
行
っ
て
い
た
だ
く
。

道路工事承認申請工事における町の管理する道
路地下埋設物への事故責任はどこにあるのか

H鋼打ち込み状況

工事完了後
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一般質問

遠　藤　孝　子　議員

吉田町ラーニングプランについて問

答

問　
学
校
で
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
。

①
授
業
力
向
上

②
個
へ
の
対
応
の
充
実

③
家
庭
学
習
の
支
援
は

答　
①
静
岡
大
学
外
部

講
師
の
指
導
の
下
、

学
習
指
導
要
領
で
求
め

る
学
力
の
実
現
を
図
る

た
め
授
業
改
善
に
取
り

組
ん
だ
。
成
果
と
し

て
、
授
業
が
わ
か
る
児

童
が
９
割
を
超
え
た
。

課
題
は
授
業
改
善
の

「
確
か
め
る
」
視
点
に

お
い
て
、
継
続
指
導
の

必
要
で
あ
る
。

②
各
学
年
で
児
童
・
生
徒

の
習
熟
度
に
応
じ
た
授

業
や
、「
放
課
後
補
充

学
習
」、「
土
曜
学
習
」、

基
礎
的
内
容
に
定
着
を

図
る
「
夏
季
補
習
」
を

実
施
し
た
。
ま
た
、
特

別
教
育
支
援
員
の
個
に

応
じ
た
支
援
に
よ
っ
て
、

発
達
障
害
の
あ
る
児
童

が
落
ち
着
い
て
学
習
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き

た
。

③
家
庭
学
習
の
手
引
き
を

児
童
・
生
徒
、
保
護
者

に
配
布
し
、
家
庭
で

チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
よ
う

に
し
た
。

問　
中
学
校
で
全
国
平

均
を
下
回
っ
て
い
る

分
析
と
対
策
は
。

答　
生
徒
が
苦
手
意
識

を
持
っ
て
い
た
授
業

が
あ
っ
た
が
、「
吉
中
授

業
ス
タ
イ
ル
」を
実
践
し
、

主
体
的
に
考
え
る
力
や
学

ん
だ
内
容
を
自
分
で
ま
と

め
る
力
を
育
成
し
た
。

問　
中
学
校
で
の
静
岡

大
学
の
先
生
方
と
現

場
の
先
生
方
の
協
働
は
。

答　
授
業
案
づ
く
り
の

指
導
と
全
校
で
の
校

内
研
修
、
公
開
授
業
で
の

評
価
と
指
導
し
て
い
た
だ

い
た
。

問　
確
か
な
学
力
と
自

ら
学
び
自
ら
考
え
る

取
り
組
み
は
。

答　
基
礎
的
・
基
本
的

な
知
識
・
技
能
を
習

得
と
思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
な
ど
の
育
成
、
学

習
意
欲
の
向
上
と
豊
か
な

心
や
健
や
か
な
体
の
育
成

の
た
め
指
導
の
充
実
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
行
う
。

問　
教
員
の
意
識
改
革

は
。

答　
課
題
を
共
有
し
、

実
践
す
る
こ
と
で
変

化
が
あ
っ
た
。

児童・生徒の確かな学力向上への具現化を目指
すものである

土曜学習
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観光案内看板（小山城　駐車場）

６
月
８
日
（
月
）
委
員
会

所
管
事
務
調
査
に
つ
い
て

協
議
を
行
い
以
下
決
定
し

た
。

【
調
査
事
項
】

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

の
一
つ
と
し
て
の
「
認
定

こ
ど
も
園
」
を
調
査
・
研

究
す
る
。

【
調
査
目
的
】

　

27
年
４
月
か
ら
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

が
始
ま
り
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
支
援
が
図
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ

で
、
吉
田
町
の
取
り
組
み

お
よ
び「
認
定
こ
ど
も
園
」

に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を

行
う
。

６
月
18
日
（
木
）

　

社
会
福
祉
課
に
町
の
考

え
お
よ
び
方
向
性
に
つ
い

て
説
明
を
求
め
た
。

�

委
員
長　
山
内　
均

６
月
９
日
（
火
）
委
員
会

所
管
事
務
調
査
に
つ
い
て

協
議
を
行
い
以
下
決
定
し

た
。

【
調
査
事
項
】

　

観
光
資
源
の
開
発
に
つ

い
て

【
調
査
目
的
】

　

富
士
山
静
岡
空
港
を
始

め
と
す
る
交
通
イ
ン
フ
ラ

が
整
備
さ
れ
る
中
、
当
町

に
お
い
て
は
、
幹
線
道
路

が
整
備
さ
れ
て
交
流
人
口

の
増
加
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。

　

し
か
し
、
当
町
は
、
観

光
資
源
が
乏
し
い
と
さ
れ

観
光
目
的
で
の
交
流
人
口

は
少
な
い
。

　

当
局
は
、
シ
ー
ガ
ー
デ

ン
シ
テ
ィ
ー
構
想
を
立
ち

上
げ
観
光
資
源
の
開
発
に

着
手
し
て
い
る
。

　

近
年
は
、
大
型
バ
ス
な

ど
で
の
観
光
地
巡
り
よ
り

も
個
人
の
趣
味
に
よ
る
プ

チ
旅
行
が
流
行
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
当
町
の
隠
れ

た
観
光
資
源
を
掘
り
起
こ

し
、
交
流
人
口
の
増
大
を

図
る
よ
う
調
査
研
究
を
行

う
。

【
調
査
方
法
】

・
産
業
課
に
現
状
説
明
を

受
け
る
。

・「
よ
く
ば
り
マ
ッ
プ
」

掲
載
の
観
光
資
源
の
確

認
と
理
解
を
す
る
。

・
そ
の
他

６
月
16
日
（
火
）
委
員
会

所
管
事
務
調
査
に
つ
い
て
、

産
業
課
に
説
明
を
受
け
る

内
容
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

３
つ
の
テ
ー
マ
を
決
定
し
、

そ
れ
ぞ
れ
に
詳
細
質
問
を

決
定
し
た
。

７
月
７
日
（
火
）
に
説
明

を
受
け
た
。

�

委
員
長　
増
田
剛
士

さくら保育園

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会
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６
月
19
日
（
金
）

【
協
議
事
項
】

目
的

　

独
自
性
の
あ
る
議
会
広

報
の
充
実
を
図
り
、
開
か

れ
た
議
会
の
実
現
を
目
指

す
。

①
委
員
長
・
副
委
員
長
の

選
出

②
よ
し
だ
議
会
だ
よ
り
発

行
規
程
を
確
認

③
よ
し
だ
議
会
だ
よ
り
第

78
号
の
紙
面
構
成
に
つ

い
て

・
編
集
計
画
の
立
案

・
掲
載
記
事
の
確
認

・
ペ
ー
ジ
構
成

・
担
当
者

・
原
稿
依
頼
内
容
の
検
討

④
今
後
の
日
程
の
確
認

６
月
24
日
（
水
）

　

松
本
印
刷
川
尻
工
場
に

て
研
修
。

　

よ
し
だ
議
会
だ
よ
り
編

集
に
向
け
て
の
研
修
と
工

場
内
で
の
作
業
、
印
刷
工

程
な
ど
の
見
学
を
し
た
。

委
員
長　
　

大
石　
　

巌

副
委
員
長　

三
輪
美
由
紀

委　
　

員　

山
口　

一
博

　
　
　
　
　

蒔
田　

昌
代

　
　
　
　
　

三
輪　

正
邦

　
　
　
　
　

河
原
崎
曻
司

６
月
22
日
（
月
）

【
協
議
事
項
】

⑴
活
動
内
容
に
つ
い
て

１　
目
的

　

議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
推

進
し
、
開
か
れ
た
議
会
の

実
現
を
目
指
す
。

ア　

対
内
的

議
会
運
営
の
効
率
化

（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
利
用
）

イ　

対
外
的

　

情
報
発
信
と
意
見
聴
取

��（
議
会
会
議
の
中
継
）

２　
今
後
の
調
査
内
容

ア　

議
会
内

①
議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
情
報
の

共
有
化
を
図
る
。

・
議
員
の
Ｉ
Ｔ
技
術
の
平

準
化
す
る
。

・
議
員
習
得
ア
ン
ケ
ー
ト

・
技
術
習
得
指
導

（
７
月
末
ま
で
に
修
得
）

（
議
員
間
フ
ォ
ロ
ー
）

・
議
会
改
革
特
別
委
員
会

が
提
出
し
た
中
間
報
告

の
「
議
会
会
議
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
お
よ

び
映
像
配
信
す
る
必
要

性
」
を
検
証
す
る
。

・
全
員
協
議
会
で
確
認
お

よ
び
協
議

②
議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
つ

い
て
、
当
局
と
意
見
交

換
お
よ
び
調
整
を
行
う
。

・
議
長
か
ら
町
長
へ
依
頼

イ　

議
会
外

①
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
つ
い
て
、
調

査
研
究
し
独
自
試
行
を

目
指
す
。

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営
管

理
に
つ
い
て
調
査
す
る
。

③
町
民
意
見
な
ど
と
整
合

・
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

・
議
会
報
告
会
で
意
見
交

　

換

３　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
予
定

委
員
長　
　

藤
田　

和
寿

副
委
員
長　

山
内　
　

均

委　
　

員　

遠
藤　

孝
子

　
　
　
　
　

杉
本　

幸
正

　
　
　
　
　

増
田　

剛
士

　
　
　
　
　

八
木　
　

栄

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
特
別
委
員
会

２７年度

・議会運営における
　ＩＣＴ調査
・ＨＰやＳＮＳなどの
　調査および試行検討
・当局との調整

２８年度

・ＩＣＴ調査および
　試行検討
・町民意向の調査
・当局との調整

２９年度

・議会会議の中継な
　ど、議会ＩＣＴの
　スタート。 ⬅⬅

用
語
解
説

※
Ｉ
Ｃ
Ｔ

情
報
通
信
技
術
で
、
Ｉ
Ｔ
概
念

に
通
信
を
加
え
た
総
称
。

※
Ｉ
Ｔ

情
報
技
術
で
、
情
報
処
理
す
る

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
の
技
術
の

総
称
。

※
Ｓ
Ｎ
Ｓ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
の
略
で
、
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
を
促
進
・
サ
ポ
ー

ト
す
る
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
型
の

Web
サ
イ
ト
。
主
な
例
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
。
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議
員
の
辞
職
に
よ
り
繰
り
上
げ
当
選
し
た
山

口
一
博
議
員
の
紹
介
を
し
ま
す
。

①　

地
域
住
民
の
皆
さ
ま

と
こ
れ
か
ら
太
い
パ
イ

プ
を
築
き
、
今
ま
で
以

上
に
住
み
や
す
い
町
づ

く
り
に
こ
れ
か
ら
の
4

年
間
を
勉
強
し
な
が
ら

ま
い
進
し
ま
す
。

　
　

明
る
く
豊
か
な
吉
田

町
に
さ
ら
に
発
展
が
で

き
、
子
ど
も
を
育
て
る

親
世
代
が
安
心
・
安
全

で
、
今
後
さ
ら
に
に
ぎ

わ
う
町
に
な
る
よ
う
に

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
【
希
望
の
あ
る
町
へ
】

②　

心
豊
か
な
人
材
を
育

み
こ
の
町
か
ら
も
国
際

人
や
日
本
を
リ
ー
ド
す

る
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
も
っ
た
人
物
を
吉

田
町
全
体
で
育
て
て
い

き
ま
す
。

③
映
画
鑑
賞

　

読
書

　

パ
ソ
コ
ン

目　標 課　題 取り組み内容

議
会
に
対
し
て

会議の
活性化

情報・問題の共有 ・議員活動で得た情報・資料の共有化、分析する。
・町民の意見や要望を聴き共有する。

質疑討論の充実 ・論点を明確にして会議の充実を図る。
・議案の審議方法を見直し改善する。

情報の発信 議会のＩＣＴ化 ・議会内のＩＣＴ化を図る。
・多様な広報手段を推進する。

議員の責務

資質の向上 ・議員研修の充実を図る。

信頼確保 ・吉田町議会基本条例を遵守する。

町
民
に
対
し
て

住民意見の反映 議会報告会の充実
出前会議の開催

・町民にわかりやすい情報を提供する。
・ＰＲと開催に向けたサポートを行う。

　

名　

前

①
私
の
抱
負

②
特
に
力
を
入
れ
た
い
こ
と

③
趣
味
・
特
技

山　

口　

一　

博

平成２７年度　議会目標を決めました。
吉田町議会基本条例に基づき、議会改革推進のため、議会目標を決め、
年度末に達成度の評価をします。

吉田町議会基本条例（平成２６年３月２８日条例第９号）第６章　議会改革の推進
（議会改革の評価）
　第１３条　議会は、議会改革推進のため、年１回議会改革の進捗や成果について、
　自己評価し、公表しなければならない。
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山口一博　議員
課　題 取り組み内容

議会広報として より分かりやすく、関心をもっと持ってもらうように、町民の皆さまに届けて
いく。

自己研さん 町民や自分のために必要と思われる研修会・講習会・講演会に参加し、より議
会人として研さんする。

地域住民とのパイプ役 意見や要望に対して、行政とのパイプ役に徹する。

三輪　美由紀　議員
課　題 取り組み内容

スポーツの推進 生涯スポーツや、健康づくり事業、子どもたちのスポーツ教室への参加を推進
する。参加人数の拡大を図り、自らも参加を心掛ける。

議員の資質向上 議員の資質向上のため知識を深め、積極的に勉強や委員会活動をする。

生活環境の整備 生活環境の整備のため、町民の意見を聞き問題解決を図り、必ず結果を報告する。

大石　巌　議員
課　題 取り組み内容

議会報告会 毎定例会終了後に議会報告会を開催する。（個人開催）

議会報告（ニュース） 毎定例会終了後に「よしだの風」を発行する。

遠藤　孝子　議員
課　題 取り組み内容

より良い教育環境づくり
・吉田町ラーニングプランの推進に寄与する。
・学校教育における「生きる力」の教育を推進する。
・子ども居場所づくりに取り組む。

町民の意見要望の善処 ・地域に密着した生活課題を聴き、その改善などを図る。
・町内行事、地区の会議や催しに積極的参加し町民の声を聴く。

地域福祉のまちづくり ・安心した子育ての環境の構築を図る。
・高齢者、障がいのある人たちの共に生きる地域づくりに取り組む。

男女共同参画社会の推進 ・地区において、男女がそれぞれの力を発揮ように支援、提案する。

北区の開発事業の推進 ・新たな賑わい創出として町の玄関口としての北区での取り組みに尽力する。

今年の議員目標を決めました
吉田町議会基本条例に基づき、議会改革推進のため、議員目標を決め、
年度末に達成度の評価をします。
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蒔田　昌代　議員
課　題 取り組み内容

ＩＣＴ化 端末操作の向上、連絡、報告書の作成などにより、混乱なく行っていく。また
規約遵守に努める。

議会広報 紙媒体の広報「議会だより」を計画どおりに進め作成していく。

一般質問 一般質問作成のための準備および方法を学んでいく。

運　営 議会の円滑な運営のための時間、準備、確認に努める。

組　織 議会の仕組みを学ぶ、用語の意味を正しく理解し、行動していく。
議会においては、冷静に行動し、規範遵守に努める。

山内　均　議員
課　題 取り組み内容

議員活動の充実
町民の意見の収集と課題に対する積極的な行動。
各会議および委員会などの充実。
委員会活動などの充実および活動結果の発信。

議会での発言 町民を不利益から守るための思考および積極的発言。
意思を正しく簡潔に伝える発言。

自己研さんに努める
研修会、講習会などへの積極的な参加。
自分を外から見つめるための行動。
他市町議会および議員との交流。

町民の代表者であると同時
に代弁者である自覚

代表者であり代弁者としての認識と行動。
議会の情報を発信をするための活動。
現場重視の議員活動。

町民福祉の向上
町民の意見や考えを議会および行政に反映するための活動。
町民の立場で考えた行動。
誰のため、何のためを常に考えた行動。

行事・クラブなどへの参加 サークル活動や行事への積極的な参加。
地域や人を知るための行動。

三輪　正邦　議員
課　題 取り組み内容

議員の政治倫理 町民に対する背信行為は絶対に許さない、自身にも行政にもしっかりと対応し
ていく。

地域住民への議員活動の充実 地域の人たちと共に歩む、自分の特性を生かして交わりを深め、地域の問題解
決に取り組む。支えられていることを自覚し、地域の人たちの考えは宝の山。

地域防災への取り組み 自助、共助、公助を基本とし、地域の特性を生かした防災対策、他地域の応援など。

地域福祉への取り組み 日の当たりにくい事例もある。必要とする人たちへ地域の関係者と力を合わせ、
知恵を出し合い半歩でも解決に前進すること。

対行政（良好な関係） 町民の福祉向上が第一。問題解決には行政の協力が必要との認識である。

議員の姿勢 頭を低く、腰は軽く、実れば実るほど、首を垂れる稲穂のように、政治は結果
責任。（行動基本）より一層の充実に努める。
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杉本　幸正　議員
課　題 取り組み内容

個人議会報告会
① 年４回実施
② 町および議会の現状報告
③ 町民の町政に対する関心の高揚を図る

議員としての研さんに努める
① 法律および条例の理解を深める
② 他市町の状況をよく学ぶ
③ ①・②を議会活動に生かす

議会発言 ① 委員会などでの積極発言
② 一般質問（年２回）実施

増田　剛士　議員
課　題 取り組み内容

本会議における質疑内容の充実 上程議案などに対し、事前の勉強をすることにより適切な質疑を行う。

会議における議論の充実 議会の会議（委員会など）において、議題について自分の意見を持ち、より良
い議論を行う。

自己研さん 議員としての自己研さんとして、研修会などに積極的に参加し情報収集、問題
の理解を深める。

情報の公開と説明 町政、議会の情報を町民に公開し、説明を行う。

苦手分野の克服 審議内容などにおいて、苦手分野の克服を図る。

藤田　和寿　議員
課　題 取り組み内容

情報把握 行政の動きや地域の課題などを、各種団体などの会合に参加し、さまざまな情
報を収集し、町の動向を把握する。

スキルアップ
井の中の蛙とならないように、全国市町村国際文化研修所や市町村アカデミー
へ積極的に参加し、先進事例や全国動向、今後の方向性を学ぶ。
また、全国の議員と情報交換などを行い自己研さんする。

行政チェック さまざまな分野の課題を調査し、一般質問を各定例会で行いチェックする。

情報発信 活動報告会と会報誌発行を定期的に行うとともに、ＳＮＳなどを使い町や議会
の情報や議員活動内容を発信する。

町民の声の反映 町民の皆さんからのご意見を参考に、課題解決に向けて活動する。

政策提案 町の政策に対して、具体的な提案を行う。
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八木　栄　議員
課　題 取り組み内容

一般質問 27年度中に最低２回は、一般質問をする。

自己研さん
① 必要と思われる研修会、講習会、講演会に積極的に参加し、
　 議会人としての知識を身につける。
② 専門誌や新聞などをよく読んでタイムリーな情報や、必要な知識を身につける。

地元住民との
コミュニケーションを図る

① 地域の人たちの会合や、集会へできる限り参加し、コミュニケーションを図
　 り課題や意見の聴取を行い議会活動に活かす。
② いただいた意見には、迅速に回答を届ける。

活動報告 定例会終了後、個人の議会報告を行う。

河原崎　曻司　議員
課　題 取り組み内容

議員活動の充実 議員の役割として、町民の意見の収集、資料提供を行って活動する。

自己研さん 各種諸団体の研修会や勉強会に参加して、意見交換や情報収集を行う。

議会報告 町民の代表であり、代弁者であるための議会の情報を提供できるように努める。

防災対策 地震防災訓練の充実と参加避難地の確認。
幹線道路の早期完成と交通安全対策。

大塚　邦子　議員
課　題 取り組み内容

議長としてのリーダーシップ １．議会の代表としてふさわしい、倫理に基づいた言動に努める。
２．効率的で、効果的な会議の進行に努める。

人口減少対策
１．特に、子育て世代、高齢者の意見を伺い、町政に反映する。
２．住環境の改善を図る。
３．子育てＮＰＯ法人の活動に参画する。

町の活性化
１．津波防災まちづくりとにぎわいづくりを推進する。
２．大規模イベントを開催する。
３．地産地消の拡大に努める。

町民と行政のパイプ役 １．町民の意見や要望に対しては即行動し、結果を知らせる。
２．町政勉強会を行う。

自己研さん １．問題の本質を見極め、論点を明確にした発言力を身に付ける。

町民への情報発信

１．自分のホームページの更新回数を増やし、タイムリーな情報発信
　　に努める。
２．ブログのアクセスランキングを上げる。（平成２６年度・８００位→平成  
　　２７年度・５００位にする。）※１１，０００ブログ中の順位
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第１０回議会報告会のお知らせ

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長　

大
石
　
　
巌

副
委
員
長　

三
輪
美
由
紀

　
　

委
員　

山
口
　
一
博

　
　
　
　
　
蒔
田
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吉田町議会主催

４月の町議会議員選挙で議員の顔ぶれも変わりました。
全議員の紹介や各種委員会の活動状況などを紹介します。

●日　時　８月２９日（土）１９時～２１時（開場１８時３０分）
●会　場　片岡会館大ホール（どなたでも参加できます。）

住吉ビーチクリーン

吉田田んぼのゴールドラッシュ種 大規模建物火災対応合同訓練
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16よしだ議会だより 第78号


